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１．廃業等により認証牧場が減少
25年度当初の酪農教育ファーム認証牧場（以下、「認
証牧場」という）は301牧場であったが、うち12牧場
が廃業やファシリテーター不在等により認証を辞退し、
２牧場がファシリテーターの指定を受け、新たに８牧場
が認証を取得したため、25年度末には全国で299牧場と
なる見込みである。

２．認証取得によりファシリテーターが増加
25年度当初の酪農教育ファームファシリテーター（以
下、「ファシリテーター」という）は560名であったが、
うち19名が退職や認証期限満了等によって認証を返上
し、新たに61名が認証を取得したため、25年度末には
全国で602名となる見込みである。
新規のファシリテーターには、認証牧場ではないが、
ファシリテーターを取得する酪農家の家族や従業員もい
ることから、今後、認証牧場が増える可能性が十分考え
られる。また、新規のファシリテーターの年齢構成をみ
ると、10代～30代が７割を超えていることから、酪農
教育ファーム活動に対する後継者など若い世代の関心が
高まっていると言える。

３．防疫上の理由等により受入実績が減少か
（１）認証牧場での受入
25年度上期は受入35,008件、376,381人で、それぞれ
前年比75.7％、57.7％と大きく減少している。減少した

大きな理由としては、観光牧場等の受入人数のカウント
が24年度は来場者数で、25年度は酪農体験者数である
ことによる。また、受入実績の報告率が低いことも原因
と考えられる。
受入実績を区分別にみると、ほとんどの区分において
体験者数は24年度を下回ったが、小学校については前
年並みの実績であった。なお、25年度上半期に受入（酪
農体験）が全くなかった牧場が36牧場あり、その理由
として「防疫の関係から受入をしない」と報告した牧場
もあった。

（２）出前授業の実施
25年度上期に出前授業を実施したファシリテーターは
52名、実施件数は209回であった。小・中学校、子ども
会などの団体以外は増加しており、とくに幼稚園・保育
園、その他の学校、イベント会場での実施が多くなって
いる。
口蹄疫の発生により、酪農体験の受入をしていない認
証牧場もある。また、近隣に認証牧場がないことや、バ
ス代等の経費が掛かることから牧場体験を実施できない
学校もある。出前授業のニーズは多いことから、牧場体
験のみならず、出前授業での酪農教育ファーム活動も積
極的に取組むことが必要である。
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平成25年度酪農教育ファーム活動の概要
本会議は３月 27 日、酪農教育ファーム推進委員会を開催し、平成 25 年度事業を総括した。年度末の認
証牧場数は年度当初の 301 牧場から２牧場減少し 299 牧場に、ファシリテーター数は同 560 名から
42 名増加し 602 名になる見込みである。

表１　酪農教育ファーム認証牧場数の推移

表２　酪農教育ファームファシリテーター数の推移

表３　認証牧場での受入実績

表４　出前授業の実績
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４．活動の円滑な推進に向けた取組
酪農教育ファーム活動の量的拡大、面的普及、質的向
上を円滑に推進するため、25年度においては、事業計画
に基づき以下のとおり事業を実施した。
とくに、ファシリテーターの研修内容の一層の充実、
酪農関係者と教育関係者のネットワークの構築、酪農教
育ファーム活動の教育的効果に関する研究、教材の開発
などを行った。また、認証条件や制度運営に関する検
証、諸外国で頻発する口蹄疫に対する防疫対策の徹底な
ど、活動の基本となる事項についても留意しながら事業
を行った。
（１）活動の量的拡大・面的普及を図る事業
１）認証制度の適切な運営と認証審査・研修会の実施
認証募集については、指定団体に案内するとともに、
業界誌等を通じて広く酪農家・関係者に告知した（募
集期間は6月12日～11月 29日）。認証申請のあった
牧場を対象に地域推進委員会・指定団体を中心に現地
審査を実施し、12月 25日の認証審査委員会で牧場と
ファシリテーターの認証申請書について審査を行った。
認証研修会についてはプログラムを厳選し、①酪農
教育ファーム活動の目的・概要、②酪農教育ファーム
ファシリテーターの役割、③交流活動における安全・
衛生対策という内容で、札幌、東京、大阪の３会場に
おいて実施した。これにより、新たに８牧場と61名
のファシリテーターが認証された。
２）酪農教育ファーム認証に係る広報活動等の実施
酪農関係者や教育関係者等に向けて、酪農教育
ファームの認証制度や教育的な効果等について、日本
教育新聞など業界紙（誌）で情報発信した。また、認
証制度に関する説明会等が地域単位で開催された。
３）酪農家と教師の「出会いの場」作りのための研究
　会や情報交換会の開催
24年度に引き続き、酪農教育ファーム地域推進委員
会が主体となり、認証牧場・ファシリテーターと教育
関係者との「出会いの場」として、酪農体験等を交え
た共同の研修会や研究会、情報交換会を開催した。平
成25年度は全国で12回開催され、273名が参加した。
４）酪農教育ファーム活動の教育的効果に関する社会
　的認知の促進
小学校教員等が牧場で酪農体験を行うことを通し
て、酪農教育ファームの持つ教育的な価値や魅力を実
感してもらうための体験学習会を静岡県のデーリィラ
ンドで開催し、30名が参加した。
また、酪農の教育的価値を訴求するため、酪農を教
材とする授業作りを提案する研修会を東京で開催し、
28名が参加した。
さらに、酪農教育ファーム活動への参画を促す「きっ
かけづくり」の場として、酪農家による学校への出前
授業（酪農家講師の派遣）を首都圏の小学校8校で実
施した。

（２）活動の質的な向上を図る事業
１）ファシリテーターに対するスキルアップ研修会の開催
スキルアップ研修会を全国主催３か所（大阪、岩手、
東京）、地域主催４か所（北海道、東海、中国、九州）
と全国７か所（163名受講）で実施した。全国主催では、
「ほんとうのところ、ファシリテーターってなんだ？」
をテーマに、「やり方」の先にある「あり方」に焦点

を絞り、３会場とも同じ講師、同じテーマで行った。
参加者（個人またはグループ）が実際にファシリテー
ションを行い、意見を出し、グループで話し合うこと
で、体験の主体である子どもたちに気づきを促すこと
がファシリテーターの役割であることを気づかせるよ
うな内容の研修会を行った。また、口蹄疫に対する防
疫対策を中心に、交流活動における安全・衛生対策に
ついても再確認した。
なお、25年度が認証期限のファシリテーターのうち、
研修受講により、50名のファシリテーターの認証期限
が延長された。研修未受講者17名は認証期限が満了
となるが、「特にやむを得ない理由」による未受講者
の取り扱いについては、別途協議を行うことを予定し
ている。
２）活動効果の検証
酪農教育ファーム活動の効果を検証するため、①酪
農教育ファーム活動の教育的効果に関する研究（研究
代表：東京成徳大学　田村節子教授）、②酪農体験プ
ログラムの効果検証に係る実践事例研究（研究代表：
早稲田大学教職大学院　田中博之教授）を実施した。
①により、体験直後に友だちに対する思いやりが向
上し、酪農体験の効果が認められたが、時間の経過と
ともにその効果は減少していることが明らかとなった。
したがって、子どもの思いやりを定着させるためには、
継続的な酪農体験が必要であると考えられる。②によ
り、酪農体験活動は、付添いの保護者の援助と酪農家
の支援の下で十分に可能であることが明らかとなった。
３）幼児向け及び中学校向け教材の開発
近年、認証牧場での体験機会が増加している幼児と
中学生を対象とした新たな教材を開発した。幼児向け
では、牛が生まれてから出産し、最後はお乳が出なく
なり出荷されるまでのストーリーで、いのちの大切さ
を伝える絵本を作成した。中学生向けでは、成長段階
と社会的・職業的自立に向けた基礎的能力の発達に即
して、人間の暮らしに多面的な役割を担う酪農業を社
会との関わりの中で整理し、社会的な課題を通じて、
酪農が自分（中学生）の生活と関わっていることを理
解することを目的とした教材を作成した。

（３）活動を円滑に推進する事業
酪農教育ファーム活動を円滑に推進するため、全国の
推進委員会及び全国と地域の推進委員会合同会議、ブ
ロック及び県単位の地域推進委員会を開催した。また、
酪農教育ファーム活動を実践しているファシリテーター
と教育関係者の強固なネットワークを構築するため、酪
農教育ファーム全国実践研究会議（８月９日、東京）を
開催するとともに、全国的な教育関係者のネットワーク
組織である日本酪農教育ファーム研究会の夏季研究集会
（８月10日、東京）に協賛した。さらに、酪農教育ファー
ムのホームページなど情報環境の整備や「感動通信」等
による各種情報の提供を行った。
なお、24年度に引き続き、乳牛や酪農家とのふれあ
いにより東日本大震災で被災した児童などの心の傷を癒
し、食といのちの大切さについて実感してもらうこと
を目的に、東北生乳販売農業協同組合連合会及び地域交
流牧場全国連絡会が開催する「もーもースクール」（被
災地の小学校３校で乳牛とのふれあい体験などの出前授
業）に協力した。。


